（公社）静岡県建築士会・ＮＰＯ法人建築技術支援協会
2012平成24年度「木のまち・木のいえ担い手育成拠点」事業
「静岡・大型木造建築設計セミナー」
　木造建築の設計において最適な木造建築工法を選択し、高品質（経済的で故障がない）で高性能（耐震耐風、省エネ、高耐久、その他性能）な建築物、そして高感度（優れたデザイン）な木造建築を設計できる技術者の養成を目的とした講習会を実施します。学校で学ぶ機会の少ない木造建築に改めて取り組もうとする意欲的な設計者のご参加をお願いします。
今講座では、大型木造建築（4号建築物以外の建築）の設計者として必要な以下の項目について４回の講座を開催します。
1 各種木質構造の特性を理解した建築デザイン
2 大型木造建築の実施設計上の留意点と、品質管理上の問題
3 木材の流通・施工に関する知識・情報
講習方法：ＤＶＤ講義＋質疑応答・補足解説＋設計演習による習得
講習会開催日程
第１回　11月24日（土）10:00～18:00　鴨江別館201号室
第２回　12月22日（土）10:00～18:00　鴨江別館
第３回　１月19日（土）10:00～18:00　　　　〃
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第４回　２月 ９日（土）10:00～18:00　　　　〃
会場：鴨江別館
〒432-8024  浜松市中区鴨江町１番地
（浜松駅から徒歩15分）
電話　053-458-5360
募集人数：２０名（なるべく全講習に参加）
参 加 費：建築士会員　10,000円　非会員　20,000円　※昼食弁当付
　　　　　参加費は４回通しての金額です、欠席された場合は資料を郵送しますが返金はできません。
申込み先：　(公社)静岡県建築士会・西部ブロック事務局
 　　　　　e-mail  seibu-b＠shizu-shikai.com　　FAX　０５３－４５４－９０３０
 　　　　 平成24年11月16　日（金）までに必要事項を記入の上、メール又はＦＡＸにて
事務局までお申し込み下さい。
尚、不明な方は 中遠地区 倉田 まで御連絡下さい(090－2262－5474)
共　　催：（公社）静岡県建築士会西部ブロック＋NPO法人建築技術者支援協会（PSATSサーツ）
※ この講習会は、CPD認定プログラムとなっています。
申　込　み　書
フリガナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
建築士登録番号（一級建築士の方）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
建築士登録番号・登録県名（二級・木造建築士の方）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
勤務先名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
勤務先住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
携帯電話　　　　　　　　　　自宅電話　　　　　　　　　　　　 FAX　　　　　　　　　　　　

静岡・大型木造建築設計セミナー
第1回セミナー　平成24年11月24日
	時間
	タイトル
	内容
	担当

	10：00
	開会の辞
	
	建築士会

	10：05
～
10：30
	説明
15分
	研修の趣旨、進め方説明
「はじめに・評価アンケート」
	サーツ

	10：30
～
11：30
	ＤＶＤ講義
60分
	「木質建築概論」坂本　功
ＤＶＤ講師は別紙講師紹介を参照
	サーツ

	11：30
～
12：00
	補足解説
30分
	講義評価
質疑応答
補足解説：大型木造建築の定義と事例
	担当講師：川口達次

（構造設計一級建築士
/ＥＳ工房）

	
	昼食60分
	
	

	13：00
～
14：00
	解説
60分
	公共建築物等における木材の利用促進に関する法律と静岡県「ふじのくに・公共建築物等木使い推進プラン」の解説・質疑
	静岡県経済産業部農林業局林業振興課主査森正樹
1 静岡県の森林状況
2 静岡県の推進プラン

	
	休憩10分
	
	

	14：10
～
15：10
	ＤＶＤ講義
60分
	「木質建築構造計画」その１　河合　直人
	サーツ

	
	休憩10分
	
	

	15：20
～
16：20
	ＤＶＤ講義
60分
	「木質建築構造計画」その２　河合　直人
	サーツ

	16：20
～
17：20
	補足解説
60分
	講義評価
質疑応答
補足解説：意匠と構造設計について
	担当講師：川口達次

	17：20
～
18：00
	解説
40分
	次回のセミナーとの関係
「木造建築のすすめ」配布
	担当講師：加納英範
サーツ会員

	18：00
	終了
	
	


当日担当講師
川口達次（ＥＳ工房／浜松・建築構造家）・1961年　静岡県浜松市生まれ　・1983年　日本大学工学部建築学科卒　・1990年　㈲イーエス工房 設立。　木・鉄・コンクリート・他とその複合構造の設計、各種工法の開発･研究、ソフトウェアーの開発をしています。イーエス（ＥＳ）はLet’s Enjoy the Structural designのＥＳ。
加納英範（サーツ会員・日本ツーバイフォー建築協会のテクニカル・アドバイザー）静岡市生まれ・昭和46年3月　日本大学生産工学部建築工学科卒・大成建設㈱　住宅事業部に入社 　・技術計画室長等でコンクリート住宅及び木質系住宅の開発に従事 ・平成19年8月　大成建設ハウジング㈱にて施工管理室長に従事 ・2002年枠組壁工法建築物　設計の手引・防火設計指針　編集委員・木質系住宅での防耐火性能評価試験方法の検討・開発・　防耐火性能　住宅関連の諸制度（性能表示・瑕疵担保履行法等）の指導。 
第2回セミナー　平成24年12月22日
	時間
	タイトル
	内容
	担当

	10：00
	開講
	
	

	10：05
～
11：35
	ＤＶＤ講義
90分
	「木質建築の防耐火計画」安井　昇
	サーツ

	11：35
～
12：05
	補足解説
30分
	講義評価
質疑応答
補足解説：防耐火計画のポイント
	担当講師：加納英範

	
	昼食60分
	
	

	13：05
～
14：35
	ＤＶＤ講義
90分
	「木質建築の耐久性」　中島正夫
関東学院大学　工学部建築学科
	サーツ

	14：35
～
15：05
	補足解説
30分
	講義評価
質疑応答
補足解説：施工のポイント
	担当講師：川口達次

	
	休憩15分
	
	

	15：20
～
16：50
	報告
90分
	「カナダ木質中高層建築取り組み」報告
ＣＯＦＩ　麓　英彦
	サーツ

	16：50
～
17：20
	質疑応答
30分
	質疑応答
補足説明
	

	17：20
～
18：00
	全体補足
40分
	次回「木材の流通」と「耐久性」に関する説明
	担当講師：検討中

	18：00
	終了
	
	


当日担当講師
麓　英彦
カナダ林産審議会（ＣＯＦＩ）　日本副代表（技術担当）
木材有効利用のための技術提供　
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第3回セミナー　平成24年1月19日
	時間
	タイトル
	内容
	担当

	10：00
	
	
	

	10：05
～
11：35
	ＤＶＤ講義
90分
	「木材の流通」宮林正幸
	サーツ

	11：35
～
12：35
	補足解説
60分
	講義評価
質疑応答
補足解説：地域流通材の課題
	予定
担当講師：天野恵嗣
㈲アマノ代表取締役

	
	昼食60分
	
	

	13：35
～
15：05
	ＤＶＤ講義
90分
	「木質建築の実施設計と施工上のポイント」
講師検討中
	サーツ

	15：20
～
15：50
	補足解説
30分
	講義評価
質疑応答
補足解説：
	担当講師：検討中

	
	休憩15分
	
	

	16：05
～
18：00
	計160分
	演習課題Ａ庁舎「浜松市庁舎の建替え」
演習課題Ｂ学校「元城小学校の建替え」
演習課題Ｃ福祉施設「特別養護老人ホーム」
個人作業
	サーツ
川口達次
加納英範

	18：00
	終了
	
	


当日担当講師
天野恵嗣：有限会社アマノ　代表取締役社長
遠州森町の材木店に生まれ、東京・深川での「材木」修行を経て家業を継ぐ。日本全国のあらゆる材木を扱った経験から、どこの木が、どんな特性を持ち、どういう用途に適しているか、に精通する。

第４回セミナー　平成24年2月09日（土）
	時間
	タイトル
	内容
	担当

	10：00
	
	
	

	10：05
～
11：35
	グループ作業
120分
	同じテーマを選択した人でグループ化し情報交換を図る。
演習課題の報告を各自スケッチ等の成果品を用いて行い、次の3点をまとめる。
１：今回のセミナーでわかったこと
２：まだよく理解できていないこと
３：質問したい事項
	サーツ

	11：35
～
12：05
	
	
	

	
	昼食60
	
	

	13：05
～
14：35
	グループ報告
120分
	グループ作業の報告と質疑応答
補足解説
	担当講師
川口達次
加納英範

	14：35
～
15：05
	
	
	

	
	休憩15分
	
	

	15：20
～
16：50
	講演
120分
質疑応答
	予定
「これからの木質建築に期待すること」
静岡大学　教授　安村　基

	サーツ

	16：50
～
17：20
	
	
	

	17：20
～
18：00
	全体補足
40分
	アンケート（おわりに）
	サーツ

	18：00
	終了
	
	


当日担当講師
安村　基：静岡大学　農学部　森林資源科学科　木質科学講座　教授　　
木質構造, 接合部, 地震応答解析, 耐震設計, 破壊力学　　　
　1981.6-1983.7 東京大学農学部林産学科助手
1983.8-1996.6 建設省建築研究所研究員,工業生産研究室室長
1996.7-2005.3 静岡大学農学部・助教授
2005.4- 　　　　同教授
	

	


ＤＶＤ講義の講師紹介
１：「木質建築概論」　坂本　功　
現在、東京大学　名誉教授　
1943年徳島県生まれ。1971年東京大学大学院工学系研究科建築学専門課程修了・工学博士。1971年建設省建築研究所研究員。1973年東京大学工学部助教授。1989年同工学部総合試験所。1989年東京大学工学部教授。1995年から現在に至る。2003年日本建築学会賞「木造住宅の耐震診断法の研究・開発と普及・啓蒙活動に関する業績」。書籍「木造建築を見直す」岩波新書 2000年、「地震に強い木造住宅」工業調査会 1997年
２：「木質建築構造計画」河合　直人
現在、工学院大学　建築学部建築学科　教授・工学博士
木造住宅の耐震設計法、伝統的木造建築物の地震時挙動、大規模木造建築物の構造設計法等を研究
３：「木質建築の防耐火計画」安井　昇
現在 　 桜設計集団代表、早稲田大学理工学総合研究センター客員研究員、武蔵工業大学非常勤講師、岐阜県立森林文化アカデミー非常勤講師
1968　京都市生まれ　1993　東京理科大学大学院修了後、積水ハウス株式会社入社　　1999　積水ハウス退職後、海外に世界遺産を見る旅に出る　2000　桜設計集団設立　2004　早稲田大学大学院博士課程修了　　
　　　
４：「木質建築の耐久性」　中島正夫
現在、関東学院大学　工学部建築学科　建築材料研究室
木造住宅の耐久性向上を主として、基礎的調査、技術開発、構法開発、工法評価について産学連携の実績が多い。企業内研修会等での講演、講習等、年間平均30件程度の実績あり・耐久性向上を目指した材料・工法の性能評価。
５：「木材の流通」宮林幸正
現在、ティ・イー・コンサルティング所長
大手建材メーカーの研究員として木質建材開発に従事。独立して木質建材の品質向上を指導。最近では難燃処理ラミナを用いたスギ耐火集成材の開発、大断面木造建築物の施工計画などに関与。
６：「木質建築の実施設計と施工上のポイント」　・検討中・
